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手
続
き
は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

保
険
の
切
り
替
え

　
　
　
　  手
続
き
を
し
た
後

こ
ん
な
と
き
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の
手
続
き
が
必
要
で
す

　
春
は
学
校
の
入
学
・
卒
業
、
会
社
の

就
職
・
退
職
な
ど
、
異
動
の
多
い
季
節

で
す
。
そ
れ
ら
に
伴
い
、
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
や
年
金
が
変
わ
る
場
合

は
、
役
場
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す
。
特
に
、
国
民
健
康
保
険

(

以
下
、
国
保)

は
、
自
動
で
は
切
り
替

わ
り
ま
せ
ん
。
加
入
の
際
も
脱
退
の
際

も
必
ず
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

表
に
あ
る
も
の
を
持
参
し
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

ご
本
人
以
外
の
方
が
申
請
す
る
場
合

に
は
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か

る
も
の
と
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

(

運
転
免
許
証
等)

を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
保
険
証
が
切
り
替
わ
っ
た
ら
、
必
ず

そ
の
月
に
受
診
し
た
医
療
機
関
へ
、
新

し
い
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

例
社
会
保
険
へ(

３
月
１
日)

加
入
し
た

が
、
ま
だ
新
し
い
保
険
証
が
な
い
た

め
、
国
保
の
被
保
険
者
証
で
受
診
し

た
場
合

・
３
月
１
日
か
ら
15
日
に
複
数
の
医
療

機
関
に
か
か
っ
た

・
３
月
15
日
に
社
会
保
険
の
保
険
証
が

手
元
に
届
く

・
３
月
18
日
に
役
場
に
行
っ
て
国
保
脱

退
の
手
続
き
を
す
る

・
３
月
中
に
国
保
の
保
険
証
で
受
診
し

た
す
べ
て
の
医
療
機
関
へ
新
し
い
保

険
証
を
提
示
す
る

※

整
骨
院
や
薬
局
に
も
忘
れ
ず
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
月
の
初

診
日
は
保
険
証
の
提
示
を
行
い
ま
す

が
、
保
険
が
切
り
替
わ
っ
た
ら
、
そ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
し
い
保
険
証
を
医
療

機
関
に
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
他
保
険
に
加
入
し
て
い
る
期
間
中
、

国
保
の
被
保
険
者
証
で
医
療
機
関
を
受

診
し
た
場
合
、
窓
口
負
担
分
以
外
の
医

療
費
を
、
受
診
さ
れ
た
ご
本
人
に
請
求

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
医
療
費
を
一
旦
ご
本
人
に

立
替
て
い
た
だ
き
、
新
し
く
加
入
し
た

社
会
保
険
へ
医
療
費
を
請
求
す
る
手
続

き
が
発
生
し
ま
す
。

例
社
会
保
険
へ(

３
月
１
日)

加
入
し
た

が
、
国
保
の
被
保
険
者
証
で
受
診
し

た
場
合

・
３
月
５
日
に
歯
医
者
を
受
診

　
窓
口
で
３
千
円
を
支
払
っ
た

　(

総
医
療
費
１
万
円)

・
保
険
者
負
担
分
の
７
千
円
を

　
国
保
へ
返
還
す
る

・
被
保
険
者
が
７
千
円
を
社
会
保
険
へ

請
求
す
る

　
那
珂
川
町
の
国
保
の
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
い
る
方
が
、
大
学
や
短
大
な
ど

へ
修
学
す
る
た
め
に
転
出
す
る
時
は
、

学
生
用
の
国
保
の
被
保
険
者
証
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を

『
マ
ル
学
』
と
い
い
、
転
出
手
続
き
の

際
に
申
し
出
て
い
た
だ
き
、
届
出
を
す

る
こ
と
で
適
用
し
ま
す
。
修
学
の
た
め

の
転
出
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
い
た
だ

か
な
い
場
合
は
、
那
珂
川
町
の
国
保
を

喪
失
し
、
転
出
先
の
国
保
へ
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※

世
帯
全
体
の
転
出
や
経
済
的
に
独
立

し
て
い
る
場
合
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

 

必
要
書
類

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
国
保
の
被
保
険
者
証

・
在
学
証
明
書(

今
年
入
学
さ
れ
る
方
は

４
月
以
降
で
か
ま
い
ま
せ
ん)

・
世
帯
主
の
印
鑑

　
マ
ル
学
の
届
出
は
毎
年
行
い
ま
す
。

町
か
ら
通
知
を
出
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
住
民
課
へ
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い
場

合
、
年
度
更
新
時
に
該
当
者
の
被
保
険

者
証
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
学
生
で
な
く
な
っ
た
と
き
や
那
珂
川

町
へ
再
度
転
入
さ
れ
た
場
合
は
、
マ
ル

学
の
喪
失
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

 

必
要
書
類

①
卒
業(

ま
た
は
退
学)

後
就
職
し
、
会

社
等
の
保
険
に
入
る
と
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
社
会
保
険
等
の
保
険
証

・
国
保
の
被
保
険
者
証

・
世
帯
主
の
印
鑑

②
卒
業(

ま
た
は
退
学)

す
る
が
、
那
珂

川
町
に
は
戻
ら
な
い
と
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
国
保
の
被
保
険
者
証

・
卒
業
証
明
書
や
退
学
証
明
書(

在
学
期

間
が
わ
か
る
も
の
か
卒
業
ま
た
は
退

学
し
た
日
が
わ
か
る
も
の)

・
世
帯
主
の
印
鑑

③
那
珂
川
町
に
住
所
を
移
す
と
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
国
保
の
被
保
険
者
証

・
世
帯
主
の
印
鑑

国
民
年
金

加入・脱退するとき 役場に持っていくもの

他の市区町村から転入したとき

他の市区町村へ転出するとき

社会保険などに入ったとき

社会保険などを辞めたとき

子どもが生まれたとき

死亡したとき

社会保険などを辞めたとき

収入がなく免除申請したいとき

学生で納付特例したいとき

・転出証明
・マイナンバーカード
・国民健康保険被保険者証
・マイナンバーカード
・国民健康保険被保険者証
・社会保険被保険者証
・マイナンバーカード
・資格喪失証明書
・マイナンバーカード

・母子手帳

・国民健康保険被保険者証

・資格喪失証明書
・年金手帳または基礎年金番号がわかるもの
・マイナンバーカード
・年金手帳または基礎年金番号がわかるもの
　またはマイナンバーカード
※離職による免除の場合は、
　雇用保険受給者証または雇用保険離職票等
・年金手帳または基礎年金番号がわかるもの
　またはマイナンバーカード
・学生証または在学証明書

国
民
健
康
保
険

　
医
療
機
関
・
薬
局
な
ど
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。
利
用
に
は
、
従
来
ど
お
り

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
役
場
住
民

課
、
小
川
出
張
所
、
医
療
機
関
や
薬
局

の
受
付
な
ど
で
の
事
前
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
医
療
機

関
は
、
マ
イ
ナ
受
付
の
ス
テ
ッ
カ
ー
と

ポ
ス
タ
ー
が
目
印
で
す
。

　
既
に
保
険
証
の
利
用
登
録
が
完
了
さ

れ
て
い
る
方
も
、
国
保
の
加
入
・
脱
退

の
際
は
役
場
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
自
動
で
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
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保
険
の
切
り
替
え
期
間
に
注
意

修
学
の
た
め
転
出
さ
れ
る
方
へ

マ
ル
学
の
喪
失
手
続
き
が

　
　
　
　
　
　
　必
要
な
と
き

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
　

　保
険
証
利
用
登
録
に
つ
い
て

　
春
は
学
校
の
入
学
・
卒
業
、
会
社
の

就
職
・
退
職
な
ど
、
異
動
の
多
い
季
節

で
す
。
そ
れ
ら
に
伴
い
、
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
や
年
金
が
変
わ
る
場
合

は
、
役
場
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す
。
特
に
、
国
民
健
康
保
険

(

以
下
、
国
保)

は
、
自
動
で
は
切
り
替

わ
り
ま
せ
ん
。
加
入
の
際
も
脱
退
の
際

も
必
ず
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

表
に
あ
る
も
の
を
持
参
し
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

ご
本
人
以
外
の
方
が
申
請
す
る
場
合

に
は
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か

る
も
の
と
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

(

運
転
免
許
証
等)

を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
保
険
証
が
切
り
替
わ
っ
た
ら
、
必
ず

そ
の
月
に
受
診
し
た
医
療
機
関
へ
、
新

し
い
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

例
社
会
保
険
へ(

３
月
１
日)

加
入
し
た

が
、
ま
だ
新
し
い
保
険
証
が
な
い
た

め
、
国
保
の
被
保
険
者
証
で
受
診
し

た
場
合

・
３
月
１
日
か
ら
15
日
に
複
数
の
医
療

機
関
に
か
か
っ
た

・
３
月
15
日
に
社
会
保
険
の
保
険
証
が

手
元
に
届
く

・
３
月
18
日
に
役
場
に
行
っ
て
国
保
脱

退
の
手
続
き
を
す
る

・
３
月
中
に
国
保
の
保
険
証
で
受
診
し

た
す
べ
て
の
医
療
機
関
へ
新
し
い
保

険
証
を
提
示
す
る

※

整
骨
院
や
薬
局
に
も
忘
れ
ず
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
月
の
初

診
日
は
保
険
証
の
提
示
を
行
い
ま
す

が
、
保
険
が
切
り
替
わ
っ
た
ら
、
そ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
し
い
保
険
証
を
医
療

機
関
に
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
他
保
険
に
加
入
し
て
い
る
期
間
中
、

国
保
の
被
保
険
者
証
で
医
療
機
関
を
受

診
し
た
場
合
、
窓
口
負
担
分
以
外
の
医

療
費
を
、
受
診
さ
れ
た
ご
本
人
に
請
求

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
医
療
費
を
一
旦
ご
本
人
に

立
替
て
い
た
だ
き
、
新
し
く
加
入
し
た

社
会
保
険
へ
医
療
費
を
請
求
す
る
手
続

き
が
発
生
し
ま
す
。

例
社
会
保
険
へ(

３
月
１
日)

加
入
し
た

が
、
国
保
の
被
保
険
者
証
で
受
診
し

た
場
合

・
３
月
５
日
に
歯
医
者
を
受
診

　
窓
口
で
３
千
円
を
支
払
っ
た

　(

総
医
療
費
１
万
円)

・
保
険
者
負
担
分
の
７
千
円
を

　
国
保
へ
返
還
す
る

・
被
保
険
者
が
７
千
円
を
社
会
保
険
へ

請
求
す
る

　
那
珂
川
町
の
国
保
の
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
い
る
方
が
、
大
学
や
短
大
な
ど

へ
修
学
す
る
た
め
に
転
出
す
る
時
は
、

学
生
用
の
国
保
の
被
保
険
者
証
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を

『
マ
ル
学
』
と
い
い
、
転
出
手
続
き
の

際
に
申
し
出
て
い
た
だ
き
、
届
出
を
す

る
こ
と
で
適
用
し
ま
す
。
修
学
の
た
め

の
転
出
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
い
た
だ

か
な
い
場
合
は
、
那
珂
川
町
の
国
保
を

喪
失
し
、
転
出
先
の
国
保
へ
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※

世
帯
全
体
の
転
出
や
経
済
的
に
独
立

し
て
い
る
場
合
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

 

必
要
書
類

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
国
保
の
被
保
険
者
証

・
在
学
証
明
書(

今
年
入
学
さ
れ
る
方
は

４
月
以
降
で
か
ま
い
ま
せ
ん)

・
世
帯
主
の
印
鑑

　
マ
ル
学
の
届
出
は
毎
年
行
い
ま
す
。

町
か
ら
通
知
を
出
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
住
民
課
へ
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い
場

合
、
年
度
更
新
時
に
該
当
者
の
被
保
険

者
証
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
学
生
で
な
く
な
っ
た
と
き
や
那
珂
川

町
へ
再
度
転
入
さ
れ
た
場
合
は
、
マ
ル

学
の
喪
失
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

 

必
要
書
類

①
卒
業(

ま
た
は
退
学)

後
就
職
し
、
会

社
等
の
保
険
に
入
る
と
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
社
会
保
険
等
の
保
険
証

・
国
保
の
被
保
険
者
証

・
世
帯
主
の
印
鑑

②
卒
業(

ま
た
は
退
学)

す
る
が
、
那
珂

川
町
に
は
戻
ら
な
い
と
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
国
保
の
被
保
険
者
証

・
卒
業
証
明
書
や
退
学
証
明
書(

在
学
期

間
が
わ
か
る
も
の
か
卒
業
ま
た
は
退

学
し
た
日
が
わ
か
る
も
の)

・
世
帯
主
の
印
鑑

③
那
珂
川
町
に
住
所
を
移
す
と
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
国
保
の
被
保
険
者
証

・
世
帯
主
の
印
鑑

問 

住
民
課
　
保
険
年
金
係

　
☎
０
２
８
７(

９
２)

１
１
１
２

　
医
療
機
関
・
薬
局
な
ど
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。
利
用
に
は
、
従
来
ど
お
り

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
役
場
住
民

課
、
小
川
出
張
所
、
医
療
機
関
や
薬
局

の
受
付
な
ど
で
の
事
前
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
医
療
機

関
は
、
マ
イ
ナ
受
付
の
ス
テ
ッ
カ
ー
と

ポ
ス
タ
ー
が
目
印
で
す
。

　
既
に
保
険
証
の
利
用
登
録
が
完
了
さ

れ
て
い
る
方
も
、
国
保
の
加
入
・
脱
退

の
際
は
役
場
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
自
動
で
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

3 広報なかがわ　令和６年３月１０日



令和６年度から、森林環境税の課税が開始されま

す。町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

対象者　１月１日時点で国内に住所を有する方

税額　年額1,000円

課税開始時期　令和６年６月分から

徴税の方法　普通徴収または特別徴収(給与・年金等)

住民税の均等割に上乗せして徴収します。森林環境税

は国税であり、賦課徴収を町が行います。

※個人町・県民税の均等割は、東日本大震災復興基本

法に基づき、平成26年からの10年間、臨時的に年

額1,000円が引き上げられ、賦課徴収されていまし

た。この臨時的措置が終了し、令和６年度から新

たに森林環境税が導入されます。

※住民税が非課税であっても、森林環境税が課税され

る場合があります。(詳しくは町ＨＰ参照)

町では、町内で生産・加工および販売される商品

と町のイメージ向上のため、一定の基準に適合する商

品を「那珂川町ブランド」として認定しています。

申請者の要件　町内に事業所を有し、認定商品の認定

を受けようとする商品を直接消費者に販売する者

認定基準　町で生産または加工されたものおよび那珂

川町で販売されるもののうち、認定申請された商品を

購入した100人のお客様に評価ハガキを配布し、お客

様からの回答が30以上あり、かつ平均点数が14点以上

の商品を認定します。

申請期間　４月１日(月)～８月30日(金)

　詳しくは、下記までお問い合わせください。

全額公費(自己負担なし)によるコロナワクチン接

種は、令和６年３月31日で終了します。ワクチン接種

をご希望の方は、お早めにお問い合わせください。

　平成31年４月24日に、議員立法により「旧優生保護

法一時金支給法」が成立し、公布・施行されました。

法に基づき、優生手術などを受けた方に一時金を支給

いたします。

対象者

①または②に該当する方で、現在、生存されている方

①昭和23年９月11日～平成８年９月25日に、旧優生保

護法に基づき優生手術を受けた方(母体保護のみを

理由として手術を受けた方を除く)

②①のほか、同じ期間に生殖を不能にする手術または

放射線の照射を受けた方(母体保護や疾病の治療を

目的とするなど、優生思想に基づくものでないこと

が明らかな手術などを受けた方を除く)

※対象とならない場合もありますので、詳しくはお問

い合わせください。

請求手続き

下記問い合わせ先の窓口(郵送提出も可)

請求書や添付書類(診断書・領収書)の様式は、厚生労

働省のホームページに掲載しているほか、県のホーム

ページや窓口などでも入手できます。

請求期限　４月23日(火)

一時金の金額　一律320万円

4広報なかがわ　令和６年３月１０日

問 森林環境税：税務課　住民税係　☎ 0287-92-1120
　 森林環境譲与税：産業振興課　農林整備係

　　　　 ☎ 0287-92-1113

申込・問 産業振興課　商工観光係
　　　   ☎0287-92-1116

問 健康福祉課　感染症対策班　☎0287-92-1119

問 宇都宮市塙田1-1-20　栃木県庁本館５階
栃木県　こども政策課(母子保健担当)

☎028-623-3064
(土日・祝日を除く午前９時～午後５時)



食べる
地域
おこし Vol.100

こぶな農園　中医薬膳師　小鮒ちふみ

なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記

47 通信販売はクーリング・オフができません!!

最終回

　インターネット通販でウォーキング靴を購入したが、サ

イズが合わず窮屈だったので、返品したいとメールしたと

ころ「利用規約にも書いてあるとおり返品はできない」と

の返事だった。確かに利用規約に返品は不可と書いてあ

り、それならクーリング・オフしたいと伝えたら「通信販

売にはクーリング・オフの適用はない」との回答だった。

本当なの？

　通信販売には、法的上のクーリング・オフ制度はありま

せん。返品の有無や返金等の特約事項があれば、それに従

うことになります。返品可能で

あっても、期限が設けられてい

る場合もあるので、注意が必要

です。

　通信販売で購入する際は、事

前に購入条件や返品条件等の特

約をよく確認しておきましょ

う。

［特殊詐欺電話撃退機器購入費補助金のご案内］

　那珂川町在住の高齢者が特殊詐欺の被害に遭わない

よう特殊詐欺対策電話機器を購入した場合、購入費と

取り付け費用の一部を補助します。

対象条件

・那珂川町に住所があり、65歳以上の独居世帯主ま　

たは平日の日中、家に65歳以上の高齢者しかいない

世帯。

・世帯全員に町税の滞納がないこと。

対象機器

　相手に「この通話は特殊詐欺防止のため録音されま

す」と伝え、録音する機能がある電話機など。

補助率と補助限度額

・補助率　1/2（100円未満切捨て）

・限度額　5,000円

申請期限　３月29日(金)

　詳しくは、町のＨＰか産業振興課商工観光係

（☎︎0287-92-1116）まで、お問い合わせください。

　春の朗らかな陽気が感じられる季節になりまし

た。少しずつ代謝をあげ春本番へむけて体調をとと

のえておくとよい月です。今月は春の解毒によい

「菜の花」の薬膳的な効能をご紹介します。皆様の

日々の元気の源になりますように。

　なかがわ薬膳日記は100回目を機に卒業させてい

ただくことにしました。約８年

お読みくださり、ありがとうご

ざいました。また新たな元気作

りの応援ができるよう精進して

参ります。

【基本の養生】

・早寝早起き腹八分目

・よく動き、よく眠る

・食卓は旬の恵みを主役に 

今月のピックアップ野菜は…

菜の花/アブラナ科アブラナ属

効能■解毒、消腫、血の滞り、便通をよくする

(解説)血の滞りを改善し、血の滞りにより停滞した

老廃物などの解毒を助ける働きがある。できもの、

肌のくすみや便秘解消にもよい。カリウム、鉄、β

カロテンが豊富、ビタミンＣはキャベツの４倍含ま

れている。  

＊カラダにやさしい食べかた＊

疲労が蓄積するなど体力低下しているときは、味噌

汁など汁物に入れて  

【今が旬！那珂川育ちの農産物】

山菜類(ふきのとう、こごみ、せり、クレソンな

ど)、葉野菜(菜の花、小松菜、ケール)、貯蔵野菜

(ごぼう、大根、人参、長ねぎ、豆、芋など) 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( 独 ) 国民生活センター「見守り新鮮情報」より

【参考文献：『食養生の知恵 薬膳食典 食物性

味表』一般社団法人日本中医食養学会・編 /

燎原書店】



　

大
正
13
年
２
月
10
日
生
ま
れ
の
薄
井
金

司
さ
ん(

久
那
瀬)

が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
、
13
日
、
町
か
ら
花
束
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

日
記
を
書
く
こ
と
が
趣
味
の
金
司
さ

ん
。
好
き
嫌
い
な
く
、
毎
日
ご
飯
を
食
べ

て
活
力
を
つ
け
る
こ
と
が
、
健
康
の
秘
訣

だ
そ
う
で
す
。

　

金
司
さ
ん
は
「
施
設
の
方
や
家
族
に

祝
っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
１
０
０
歳
を

迎
え
た
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

　

大
正
13
年
２
月
23
日
生
ま
れ
の
堀
江
通

雄
さ
ん(
三
輪)

へ
、
26
日
、
町
か
ら
花
束

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
一
度
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
利

用
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
通
雄
さ
ん
。

日
課
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
を
欠
か
さ
ず
、

散
歩
や
趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
な

ど
、
毎
日
を
精
力
的
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

他
に
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
、

徴
兵
に
行
っ
た
話
や
、
旅
行
に
小
鳥
を
連

れ
て
行
っ
た
話
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、

た
く
さ
ん
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

健
康
の
秘
訣
を
伺
う
と
「
生
ま
れ
つ
い

て
の
も
の
だ
か
ら
」
と
は
に
か
み
、
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、
馬
頭
中
学
校
で
、
立
志
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
関
一
浩
校
長
が
「
こ
れ
か
ら

も
、
目
標
に
向
か
っ
て
、
真
剣
に
粘
り
強

く
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
次
に
、
２
年
生
71
人
は
、
保
護

者
と
１
年
生
を
前
に
一
文
字
宣
言
を
行

い
、
将
来
の
目
標
な
ど
を
堂
々
と
発
表
。

最
後
に
、
合
唱
で
「
栄
光
の
架
橋
」
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
は
、
立
志
記
念
行
事
と
し

て
、
親
子
で
ポ
ー
セ
リ
ン
ア
ー
ト
を
楽
し

み
、
世
界
で
一
つ
だ
け
の
作
品
づ
く
り
に

夢
中
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
に
は
小
川
中
学
校
で
立
志

式
が
行
わ
れ
、
２
年
生
25
人
が
志
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

五
月
女
康
弘
校
長
の
式
辞
に
続
き
、
生

徒
を
代
表
し
、
青
木
克
真
さ
ん
、
桧
山
純

一
郎
さ
ん
が
「
立
志
の
言
葉
」
と
し
て
将

来
の
夢
や
家
族
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

「
一
人
一
宣
言
」
で
は
２
年
生
全
員

が
、
自
分
の
志
を
表
す
漢
字
を
披
露
。
力

強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
と
し
て
活
躍
す
る
Ｄ
Ｊ 

Ｋ
ｅ
ｉ

こ
と
菊
池
元
男
氏
を
招
き
、
記
念
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
夢
を
叶
え
る
魔
法

の
言
葉
」
の
題
目
の
も
と
、
自
ら
の
体
験

談
を
交
え
、
中
学
生
が
「
夢
」
を
持
つ
大

切
さ
な
ど
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
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小川中

馬頭中



　

令
和
５
年
11
月
に
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
、
元
馬
頭
町
立
谷
川
小
学
校
長
の
佐
藤

吉
男
氏(

小
川)

が
、
長
年
の
義
務
教
育
に

対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光
章

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
昭
和
33
年
に
教
職
に
就
か

れ
、
以
来
、
同
校
校
長
を
退
職
す
る
ま

で
、
初
等
教
育
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
月
29
日
、
国
登
録
有
形
文
化
財
の
宿

泊
施
設
「
飯
塚
邸
」
で
、
消
防
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
１
月
26
日
の
文
化
財
防
火

デ
ー
に
ち
な
ん
だ
も
の
。
「
飯
塚
邸
」
ス

タ
ッ
フ
７
人
が
、
土
蔵
の
キ
ッ
チ
ン
か
ら

出
火
し
た
と
の
想
定
で
、
通
報
班
と
避
難

誘
導
班
に
分
か
れ
て
避
難
訓
練
を
実
施

し
、
２
分
15
秒
で
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
水
消
火
器
を
使
用
し
た
消
火
訓
練
、

消
防
署
員
に
よ
る
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

「
空
気
を
遮
断
し
て
延
焼
を
防
ぐ
た

め
、
玄
関
の
扉
を
閉
め
る
。
避
難
し
な
が

ら
通
報
す
る
こ
と
で
、
避
難
時
間
の
短
縮

が
で
き
る
」
と
の
講
評
が
あ
り
、
さ
ら
な

る
防
火
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
、
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
令

和
５
年
度
那
珂
川
町
青
少
年
健
全
育
成
町

民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
青
少
年
育
成
功
労
表
彰
が
行

わ
れ
、
図
書
館
で
読
み
聞
か
せ
活
動
を
す

る
、
小
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
お
は
な
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
た
ま
ご
」
、
松

野
子
ど
も
会
育
成
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
松
野
子
ど
も
会
育
成
会
が
、
日
頃

の
活
動
内
容
を
発
表
し
、
行
政
区
の
枠
を

超
え
た
地
域
交
流
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
作
新
学
院
高
等
学
校
硬
式
野

球
部
の
小
針
崇
宏
監
督
を
講
師
に
迎
え
、

講
演
会
「
果
て
な
き
挑
戦
～
夢
の
実
現
と

人
間
力
の
育
成
～
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

野
球
を
通
し
て
人
と
し
て
成
長
し
、
地
域

と
つ
な
が
る
こ

と
を
テ
ー
マ

に
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
、

野
球
少
年
た
ち

か
ら
の
質
問
に

は
、
力
強
い

エ
ー
ル
で
返
し

ま
し
た
。

　

２
月
17
日
、
町
中
山
間
地
域
活
性
化
協

議
会
メ
ン
バ
ー
を
対
象
と
し
た
、
棚
田
保

全
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
学
ぶ
研
修
会

が
、
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
福
岡
県
八
女
市
黒
木
町
で

30
年
に
わ
た
り
、
棚
田
の
保
全
に
取
り
組

ん
で
き
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
村
塾
の
小

森
耕
太
氏
を
招
き
、
山
村
塾
の
取
り
組
み

や
活
動
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

小
森
さ
ん
が
持
参
し
た
黒
木
町
の
特
産

品
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
「
参
加
者
の
募
集
方
法
」
や
「
後
継

者
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
」
な
ど
積
極
的
に
質
問
を
し
、
美
し

い
里
山
保
全
の
た
め
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
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なす風土記の丘資料館
キャラクター　こだい・まほ

なかがわ文化財探訪㉒

なす風土記の丘資料館・郷土資料館　常設展示リニューアルオープン記念

　なす風土記の丘資料館・郷土資料館で、スタンプラリーキャンペーンを開催中です。
　３・５・７ポイントそれぞれに、素敵な記念品を準備しています。ぜひ、ご家族やお友達をお誘いあ
わせの上、ご参加ください。

スタンプラリーキャンペーン

『那須記』にみる武茂城の戦い

町HP

まだまだ

間に合う
!?

期　　間　３月31日(日)まで
開催場所　なす風土記の丘資料館・郷土資料館
ポイント　｢入館ポイント｣｢体験ポイント｣｢展示ポイ
ント｣から７ポイントを集めます。
※展示ポイント対象事業は｢展示解説｣(3/17)のみ。
※勾玉づくり・火おこし等の各種体験は、必ず事前に
　予約してください。
交換場所　なす風土記の丘資料館
記 念 品　３・５・７ポイントで記念品と交換できま
す。数に限りがあるため、なくなり次第終了です。
３ポイント…那須官衙遺跡の一筆箋
５ポイント…なかちゃんキーホルダー
７ポイント…画文帯四獣鏡の鏡

詳しくは、町ホームページをご覧ください。

な　  す　き

　小口の大金重貞が1676年に那須地域の故事縁起を

まとめた『那須記』(町指定文化財)には、戦国時代

の戦いの様子が詳しく記されています。今回は町内

で起こった戦いのうち、武
む

茂
も

城
じょう

周辺の戦いを紹介

します。

　那珂川を挟んで敵対していた佐竹氏旗
き

下
か

の武茂氏

らと那須氏らは、長年争っており、特に天正10～

12(1582～84)年にかけ、激しい抗争が繰り返されて

いました。

　天正10年７月23日に、松野氏(武茂方)が興野氏

(那須方)に夜
やしゅう

襲を仕掛けるも失敗し、同年８月２日

に那須資
すけ

晴
はる

が500騎余りを率いて武茂城を攻めてき

ました。武茂守
もり

綱
つな

は子の豊
とよ

綱
つな

とともに200騎を率い

愛
あ た ご

宕山(久那瀬)奪取を図りますが、城下の町に放火

され寺を荒らされたことから、守綱は豊綱を残し

160騎とともに寺へ救助に向かいました。

　その後、守綱は武茂城へ撤退し、城内から城の近

くまで迫った那須方に鉄砲や落石で応戦します。そ

の頃には、武茂氏の味方である松野氏や大金氏ら

約200人が駆けつけ、武茂方と那須方が激突しまし

た。夜になり、武茂方が夜襲を仕掛けると、態勢を

崩した那須方は那珂川を渡って烏山へと帰っていっ

たと伝えられています。

　現在の武茂城に、その痕跡は残っていませんが、

戦いの状況を思い浮かべながら散策してみてはいか

がでしょうか。
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▲武茂城跡　「二の丸」と「三の丸」の間の薬
や

研
げん

堀



★…要予約　

☆役場開庁時間…月～金曜日（祝日 ・年末年始を除く）午前８時30分～午後５時15分

無料相談のご案内（３月16日～４月15日）

問い合わせ

総務課

☎0287－92－1111

住民課

☎0287－92－1112

大田原市消費生活センター　☎0287－23－6236

産業振興課　☎0287－92－1116

健康福祉課

☎0287－92－1119

地域包括支援センター

☎0287－92－1125

基幹相談支援センター

☎0287－92－0701

学校教育課

☎0287－92－1124

子育て世代包括支援センター

☎0287－92－4085

子育て支援課

☎0287－92－1115

大山田ノンフェール・くらねぇ　☎0287－93－6022

町社会福祉協議会　☎070－2831－8826

なかが和苑　☎0287－92－5511

子育て支援課　☎ 0287－92－1115

※閉庁時間は児童相談所全国共通ダイヤル☎ 189（イチハヤク）へ

健康福祉課　☎ 0287－92－1119

役場日直（経由）　☎ 0287－92－1111

地域包括支援センター　☎0287－92－1125

役場日直（経由）　☎ 0287－92－1111

①３月27日(水)

②４月３日(水)

午前９時30分～11時30分

大田原市総務課

☎0287－23－1111

トコトコ大田原３階

市民交流センター

４月11日(木)

午後１時30分～４時30分

月～金(祝日・年末年始を除く)

午前９時～正午、午後１時～４時

☆役場開庁時間

※土日は全国共通ダイヤル☎ 188( 国民生活センター )へ

役場相談室

東部福祉相談センター

中央福祉相談センター

西部福祉相談センター

①すこやか共生館

馬頭総合福祉センター②

月～金(祝日・年末年始を除く)
午前９時～午後４時

３月22日(金)

午後１時30分～３時30分

月～金(祝日・年末年始を除く)

午前９時30分～午後４時

☆役場開庁時間

月・木～日(盆・年末年始を除く)

午前８時30分～午後５時15分

月～金(祝日・年末年始を除く)

午前８時30分～午後５時15分

月～金(年末年始を除く)

午前８時30分～午後５時15分

☆役場開庁時間

☆役場開庁時間

土日、祝祭日、年末年始

午前８時30分～午後５時15分

☆役場開庁時間

土日、祝祭日、年末年始

午前８時30分～午後５時15分

身体・知的・

精神・発達等

の障害の相談

就学不安・い

じめ・不登校

子育て全般の

悩み

DV に関する

相談

どこに相談し

たらいいかわ

からない相談

児童

障害者

高齢者

行政への要望

や困り事

人権に関する

心配事や悩み事

法律に関する

相談

架空請求・振

り込め詐欺・

多重債務等に
関する相談

経済的困窮か
らの自立

もの忘れによ

る不安等

認知症や日頃
の介護に関す
る不安や悩み
相談

判断機能の低

下した方の権

利を守る相談

行政相談

人権相談

消費者相談

生活困窮相談★

もの忘れ認知症相談会

★

認知症 ・介護相談★

成年後見制度個別相談

★

障害に関する相談

教育相談

子育てに関する相談

DV に関する相談

福祉相談

※詳細は、17ページ

相談 内容 日時 場所

広域無料法律相談★

町社会福祉協議会

☎0287－92－2226
馬頭総合福祉センター

３月19日(火)

午後１時～３時
法律相談★

虐待についての相談

まずは一刻も早いお電話

をお願いします。

（虐待を受けているので

は？虐待をしてしまいそう

…など)
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木 金 土

問い合わせ先

4
3

令和６年

那珂川町役場
☎0287-92-1111
凡例 名　　　　称
役場 那 珂 川 町 役 場
馬福 馬頭総合福祉センター
総体 総 合 体 育 館
健 健 康 管 理 セ ン タ ー
馬図 馬 頭 図 書 館
美 馬 頭 広 重 美 術 館
郷 郷 土 資 料 館
風 な す 風 土 記 の 丘 資 料 館
小公 小 川 公 民 館
小す す こ や か 共 生 館
小あ あ じ さ い ホ ー ル
小図 小 川 図 書 館
子わ 子育て支援センターわかあゆ

広場 おひさま広場
(わかあゆ認定こども園敷地内)

高生 高 齢 者 生 産 活 動 施 設
屋水 屋 内 水 泳 場

21  

４

16  

22

５

16 

23

６

11 12 13

28 3029
馬福 離乳食教室

(かみかみクラス)

馬図

高生

ボランティアたまごの
ゆかいなおはなし会
おれんじカフェ
「ちょっくら」

小図 小川ボランティアの
おはなし会

馬図 婦人ボランティアの
おはなし会

馬福 転ばん運動教室 役場 もの忘れ認知症相談会 小図 JVCのおはなし会

役場
小す

もの忘れ認知症相談会
きらきらベビークラス

修了式－各小中学校
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日 月 火 水

19  

２

26

17 

31

７

24

20  

３

27

18

 

１

８

25

14 15

９ 10

当
当

子わ 身体測定(～22)馬図 馬頭高校ボランティア部の
おはなし会

小す 行政相談、人権相談、
転ばん運動教室

高生 おれんじカフェ
「ちょっくら」

馬福 転ばん運動教室

馬福 行政相談、人権相談

馬福
広場
屋水

法律相談
産後サロン
水中運動教室

佐藤医院　☎96-2841
磯医院　☎54-0020

当
当
七合診療所　☎82-2781
あさかクリニック
　　　　　☎22-2601

当
当
上野医院　☎96-5151
江部医院　☎54-0013

当
当
塩谷医院　☎88-2055
鎌田浅香医院　☎22-2703

当
当
白寄医院　☎92-2710
だいなリハビリクリニック
　　　　　☎20-3102

当
当
林田医院　☎88-2056
車田医院　☎54-0062

行政相談
人権相談

卒業式－各小学校

始業式－各小中学校 入学式－各中学校
入学式－各小学校

役場の電話番号（0287）
総 務 課
企 画 財 政 課
ケーブルテレビ放送センター
税 務 課
住 民 課
生 活 環 境 課
健 康 福 祉 課
地域包括支援センター
子育て支援課
子育て世代包括支援センター

☎92-1111
☎92-1114
☎92-1121
☎92-1120
☎92-1112
☎92-1110
☎92-1119
☎92-1125
☎92-1115
☎92-4085

建 設 課
産 業 振 興 課
（農業委員会事務局）
（商工観光係）
会 計 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
議 会 事 務 局
上 下 水 道 課
小 川 出 張 所

☎92-1118
☎92-1113
☎92-1185
☎92-1116
☎92-1117
☎92-1124
☎92-1135
☎92-1170
☎92-2002
☎96-2111
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わかあゆわかあゆ 　子育て支援センターは、０歳から就学前までのお子さんとご家族の方が一緒にあそべる
場です。親子のふれあい、交流の場、情報交換、育児相談の場として気軽にご利用ください。
利用日時　月～金曜日　午前９時～午後４時30分　☎0287-96-5223

ふれあい遊び 縁日ごっこ

ミニ運動会 クリスマス会 ・子育て相談　　・親子ふれあい遊び　　・縁日ごっこ
・いちご狩り　　・ミニ運動会　　・クリスマス会
・おはなし会　　・お茶会　　・食育のはなし　
・コンサート　など
※行事のない日は、自由に遊ぶことができます。
　行事は、おたよりや広報紙をご確認ください。

３月18日(月)～22日(金)
※20日(水)は、祝日のためお休みです。
身長と体重が測れます。成長の記録にいかがですか？

　令和５年度も、たくさんの方にご利用いただき、あり
がとうございました。
　令和６年度も、楽しいイベントを用意して、皆様のご
利用をお待ちしております！
※４月のイベントは、３週目以降を予定しています。

※各教室とも事前の申込みが必要です。感染状況によって、教室を中止する場合もあります。

子育て世代包括支援センター子育て世代包括支援センター

マタニティ＆ママクラス
　親子で楽しめるヨガを行います。お
子さんと一緒に運動不足を解消してみ
ませんか？
　気分転換にぜひ、ご参加ください。
対　象　産後のママと生後12か月まで
　　　　の赤ちゃん
日　時　３月12日(火)
　　　　午前10時～11時30分
内　容　ふれあいヨガ(親子ヨガ)
持ち物　赤ちゃんのお出かけグッズ・
　　　　タオル・母子健康手帳・
　　　　飲み物など
場　所　すこやか共生館
講　師　磯野　奈央子さん
人　数　８人以内

産後サロン
　赤ちゃんを産んで間もないお母
さん同士、半日ゆったり過ごして
みませんか？
対　象　生後２週間から４か月ま
　　　　での赤ちゃんとお母さん
日　時　３月19日(火)
　　　　午前10時～11時30分
内　容　授乳や関わり方、
　　　　お母さんの体調の相談など
持ち物　赤ちゃんのお出かけグッズ・
　　　　 タオル・母子健康手帳・
　　　　 飲み物など
場　所　おひさま広場
　　　　 (わかあゆ認定こども園敷地内)
講　師　篠江　美香さん(助産師)
人　数　８人以内

離乳食教室
(かみかみクラス)

　離乳食の基本的な作り方・進め方を
知り、みんなで楽しく調理・試食をし
ませんか？
対　象　生後９か月から11か月までの
　　　　赤ちゃんを持つ保護者の方
日　時　３月28日(木)
　　　　午前10時～11時30分
内　容　離乳食の調理と試食、
　　　　離乳食の進め方・
　　　　あげ方等のお話や相談
持ち物　エプロン・三角巾・ハンドタオ
　　　　ル・筆記用具・母子健康手帳
場　所　馬頭総合福祉センター　調理室
　　　　(駐車場は役場になります)
人　数　先着５人
※赤ちゃんの託児も行っています。希望される方は、
　赤ちゃんのお出かけグッズをお持ちください。

申込・問 子育て世代包括支援センター　☎0287-92-4085

●母子健康手帳交付について
　母子健康手帳は妊娠中の経過や産後の不安などをフォローするため、保健師がお話を聞きながらお渡しし
ています。交付を希望される方は、下記までご連絡ください。

☆子育て支援センターって楽しいな☆

☆主な行事や講座☆

☆おおきくなったかな☆

好きなおもちゃで
　　　自由に遊べます♪

好きなおもちゃで
　　　自由に遊べます♪

感染症等の状況により、変更になる場合があります。
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図書館コーナー図書館コーナー図書館コーナー
那珂川町図書館
ホームページ
https://www.
lib-nakagawa.jp

○一般書
◇『大人ひとり旅のはじめ方』 主婦の友社／発行
◇『こどもへの接し方に悩んだら読む本』
 米澤　好史／著
◇『パンダを飼ったらいくらかかる？』 北澤　功／著
◇『100年視力　よく見える目を長持ちさせよう』
 深作　秀春／著
◇『暮らしのうっかり事故を防ぐ本』
 国崎　信江／監修
◇『お餅の便利帖』 飛田　和緒／著
◇『やさしい俳句入門』 辻　桃子　他／著
◇『変な家　２　11の間取り図』 雨穴／著
◇『ぼくは青くて透明で』 窪　美澄／著
◇『一夜』 今野　敏／著
◇『推理の時間です』 法月　綸太郎　他／著
◇『ニュー・サバービア』 波木　銅／著
◇『人間標本』 湊　かなえ／著

○児童書
◇『算数ひみつの７つ道具』 あきとんとん／著
◇『空と大地と海のミステリー』 高橋　典嗣／監修
◇『春の室内あそび・外あそび』 田村　学／監修
◇『やさしいあやとり』 野口　廣／著
◇『５秒後に意外な結末　ミダス王の黄金の指先』
 桃戸　ハル／編著
◇『椋鳩十童話集』 椋　鳩十／著
◇『パンプキン・クイーンに栄光あれ』
 シェイ・アーンショー／著
◇『あたしは本をよまない』 コウタリ　リン／著
◇『ともだちのかたち』 ダニエラ・ソーサ／ぶん　え
◇『おとうさんは103さい』 信友　直子／作
◇『君たちはどう生きるか』
 宮崎　駿／原作　脚本　監督
◇『おまえうまそうだな　さよならウマソウ』
 宮西　達也／作絵

紙面の都合上、新着資料の紹介は、一部のみとなっています。
図書館ホームページから、新着図書の検索ができますので、ご利用ください。

３月16日～４月15日のお休み
馬頭図書館　☎0287-92-5015
３月18日(月)、25日(月)、４月１日(月)、８日(月)、
15日(月)
小川図書館　☎0287-96-2335
３月22日(金)、29日(金)、４月５日(金)、12日(金)

■馬頭高校ボランティア部のおはなし会
　日時　３月17日(日)　午前10時30分
■ボランティアたまごのゆかいなおはなし会
 (小さなお子さんのためのおはなし会です)
　日時　４月４日(木)　午前10時30分
■婦人ボランティアのおはなし会
　日時　４月13日(土)　午前10時30分
■ＪＶＣのおはなし会
　日時　３月23日(土)　午後２時
■小川ボランティアのおはなし会
　日時　４月６日(土)　午前10時30分

　おはなし会のお知らせ

　　小川図書館　俳句ポスト今月のお題
　　　　　　「耕(たがやし)」
　田畑を鋤き返すこと。春の最初の農作業です。
　昔は馬や牛を使いましたが、今はトラクターなど
ですね。田畑から春を感じつつ、一句詠んでみては
いかがでしょうか？

　　宅配サービスを利用できます
　もっと図書館の資料を楽しんでいただけるよう
に、ご予約いただいた図書館資料を、有料(着払い)で
ご自宅にお届けするサービスを行っています。(サー
ビスご利用には、図書館利用者カードの登録が必要
です。)
利用方法
①初めて利用する際に「宅配サービス利用申請書」
を提出する。
②貸出を希望する図書館資料のタイトル・著者名等
を、電話やメールで図書館に連絡する。
③図書館から、登録されているご住所に着払いで発送。
④お手元に届いたら、宅配料金を支払う。
利用冊数　窓口利用と合わせて15冊
貸出期間　14日間(往復配送期間は含まない)
返却方法　利用者負担の元払い宅配または来館に
　　　　　よる返却
　詳しくは、各図書館まで。
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◇「着こなしセミナー・身だしなみ講座」開催
　卒業を迎える３年生たちが、１月29日(月)の午後に外部講師をお招きし、新たなステージに向けた各講座を受講し、社会人
として自信を持って活動できる基礎的な資質を養いました。
　「着こなしセミナー」では、スーツの着こなし方だけでなく、社会人としての心構えやコミュニケーションの取り方などに
ついて学びました。また「身だしなみ講座」では、ヘアスタイルや顔の表情、メイクの基礎技術など、自分に自信を持ち且つ
好印象を与えつつ周囲と調和できる身だしなみ等について学びました。
　生徒たちは慣れない姿にはにかみながらも、４月からの生活を思い描いていた様子でした。

◇「予餞会」開催
　１月31日(水)の午後、卒業式を前にした３年生に、お世話になった感謝の
意味を込めて、新生徒会が中心となり在校生から卒業生への「予餞会」が行
われました。有志団体の発表では、在校生や先生方からの餞だけでなく、３
年生自身がステージに上がり、思い思いの発表を行いました。３年間の思い
出スライドショーでは、１年次・２年次の自分たちの姿を懐かしみ、生徒会
役員が主催したクイズ大会では、全校生で大いに盛り上がるなど、これまで
の学校生活を振り返りながら、楽しい時間を過ごしていました。
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い制約のある高校生活でしたが、今年度
は５類移行により、すべての行事を制約なく行え、そのすべてにおいて先頭
に立ち大成功に導いてくれたことに、生徒、職員一同感謝しております。
　ありがとうございました。

「馬頭高校は今」「馬頭高校は今」～３年生“思い出”と“自信”を手に　　　　　　　  　新ステージへ準備万端～
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宇都宮メディア・アーツ専門学校
４コマ漫画

スタンプ集めて記念品ゲット！
ビジュアルデザイン科１年髙根沢 琴羽さん 　JVCは、那珂川町内に居住する中学生・高校生および馬頭高校

在学生で組織されています。
　町のイベントに協力したり、子どもたちと交流したりして、会員
相互の親睦を深め、年間を通して楽しく活動しています。

どんなことをしているの？
・定例会(毎月１回、活動準備やレクリエーションの練習)

　  ・町のイベントへの協力(公民館講座、マラソン大会等)
　  ・図書館ボランティア(読み聞かせ活動、資料修理)
　  ・主催イベントの開催(子どもクリスマス会)
　  ・子ども会キャンプへの協力、レクリエーションの指導
　  ・県子ども会連合会が主催する研修会への参加
年会費　500円　　入会方法　下記へお申し込みください。

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質調査結果をお知らせし
ます。
調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
採 水 日　令和５年11月７日
採水場所
①周辺環境水：投棄地直下河川・小口川上流
②投棄現場浸出水：投棄地下流側観測井・投棄地内観測井
調査結果
すべての地点で環境基準以下であった。
→周辺への汚染拡大の兆候は認められない。

不法投棄現場周辺にかかる水質調査結果
(令和５年度第３回年間変動調査分)

問 生涯学習課　生涯学習係　☎0287-92-1135
E-mail:sgaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

問 県営処分場整備室　☎0287-92-1411
　 生活環境課　環境推進係　☎0287-92-1110

那珂川町
ジュニアボランティアズクラブ(JVC)

～会員募集中～
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　県産タケノコの生産拡大を目的と

した講習会です。メンマ用の乾タケ

ノコの作り方を学ぶことができま

す。伸びたタケノコを活用でき、竹

林の整備にもつながります。竹林所

有者や乾タケノコの製造に興味のあ

る方は、ぜひご参加ください。

※５月に実技講習を実施予定です。

日時　３月21日(木)

　　　午後２時～３時30分

場所　栃木県庁東館４階講堂

応募締切　３月15日(金)

申込方法　メールまたはFAXに氏

名・TEL・E-mail・郵便番号・住

所・その他連絡事項を記載の上、下

記までお申し込みください。

　栃木県特用林産協会

　☎028-623-3274　FAX:028-623-3278

　E-mail:ringyo-mokuzai

　　　　 @pref.tochigi.lg.jp

　野生の山菜類・きのこについ

て、原子力災害対策特別措置法に

基づき出荷制限区域で採取された

ものは、飲食店等での提供や販売

(インターネット販売、通販を含

む)はできません。

　また、出荷制限区域外の地域で

採取されたものは、販売前に放射

性物質モニタリング検査が実施さ

れていることを確認してくださ

い。検査結果は県HPの「作物別モ

ニタリング」で、出荷制限は「出

荷制限」で検索できます。販売の

際は「品目名」「産地(都道府県

名＋市町名)」「野生」の表示を

徹底してください。

　野生の山菜類・きのこについて

　　県北環境森林事務所

　　☎0287-23-6365

　食品の安全性について

　　県北健康福祉センター

　　☎0287-22-2364　

　国土交通省では、河川を優しく

見守ってくださる「河川愛護モニ

ター」を募集します。

活動期間　７月１日から２年間

活動内容　日常生活の範囲内で知り

得た情報を、河川管理者に伝えるこ

とが主な活動です。

活動範囲　常陸河川国道事務所が管

轄する那珂川・久慈川および支川

(涸沼川・桜川・藤井川・里川・山

田川)の住居に近い約５㎞の範囲

応募資格　活動範囲から概ね５㎞以

内に居住する満20歳以上の方

募集人員　６名程度

応募期限　５月10日(金)

応募方法　ホームページから応募用

紙を入手し、郵送・FAX・メール・

持参によりご提出ください。

       詳細は、こちら→

　常陸河川国道事務所　占用調整課

　〒310-0851

　茨城県水戸市千波町1962-2

　☎029-215-9143　

　FAX:029-240-4087

　E-mail:ktr-hitachi-monitor

　　　 　@ki.mlit.go.jp

　町では現在、６名の隊員が活動し

ています。隊員の活動を広く住民の

皆様に知っていただくため、地域お

こし協力隊の活動報告会を開催しま

す。

日時　３月21日(木)

　　　午後６時30分(６時開場)

場所　役場２階201会議室

内容　地域おこし協力隊の活動内容

　　　の発表および交流会

　企画財政課　なかがわぐらし推進係

　☎️0287-92-1114

　充実した設備のある「まほろば農

園」で、気軽に農業を始めてみませ

んか。農作業の後は「まほろばの

湯」で汗を流すこともできます。

場所　まほろばの湯西側(小川)

区画　１区画30㎡(全30区画)

料金　１区画5,000円

期間　契約年度の３月31日まで

　　　(次年度継続利用可能)

無料で利用できる設備

管理機、農具、堆肥、水道など

申込方法

　産業振興課備え付けの申込書か、

二次元コードからダウン

ロードして提出(郵送可)

申込・　産業振興課　農政係

　　　　☎0287-92-1113

試験日時　６月９日(日)

　　　　　午前９時30分～

試験種類

甲種、乙種(第１類～第６類)、丙種

受付期間　４月８日(月)～19日(金)

(土日は除く)

受付場所　消防本部　予防消防課

(那須烏山市神長880-1)

受験願書配布場所

那須烏山消防署・那珂川消防署

　消防本部　予防消防課

　☎0287-83-8802

　那珂川消防署　☎0287-92-2800
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日時　４月11日(木)

　　　午後１時30分～４時30分

定員　18名(事前予約制)

対象者　那珂川町、大田原市、那須

塩原市、那須町、大子町の住民

内容　栃木県弁護士会に所属する弁

護士(２名)が相談に応じます。

※相談時間は、１人20分

申込み方法
４月４日(木)から10日(水)までに、

下記まで電話にてご予約ください。

定員になり次第、受付は終了します。

　大田原市総務課　☎0287-23-1111

　旧耐震基準(昭和56年５月以前)で

建てられた木造住宅は、耐震性が不

十分な可能性があります。

　町では、町民の皆さんの住まいを

地震から守るため、専門の診断士に

よる耐震診断を、無料で実施してい

ます。

　耐震診断を受けて耐震性がないと

判定された住宅には、耐震改修や建

替えに対する費用の一部を補助する

制度もありますので、お問い合わせ

ください。

対象となる住宅

昭和56年５月31日以前に建築された

木造の一戸建て住宅(併用住宅の場

合、住宅の床面積が２分の１以上)

　建設課　土木建築係　

　☎0287-92-1118

令和６年度古文書講座の受講生募集

　町内に伝わる古文書とともに、古

文書の読み方や内容などを分かりや

すく解説します。

定員　20名(先着順)

日時　４月～翌年３月の毎月

　　　第３水曜日　午後１時30分

受講料　無料

申込・　郷土資料館

　　　　☎/FAX　0287-92-1103

日時　５月９日～令和７年３月27日

の毎週木曜日(全40回)

午後７時～９時

※詳細は、講座開始時に配布します｡

場所　すこやか共生館　他

※那須烏山市と共同開催

※会場は、日程により変更になる可

能性があります。

対象者　手話の学習経験のない方

で、那珂川町に居住かつ住民票があ

る方

募集人数　10名程度

※申込みが５名に満たない場合は、

開催しませんので、ご了承くださ

い。

受講料　無料

※テキスト代3,300円は自己負担

で、後日徴収します。

申込期限　３月29日(金)

申込・　健康福祉課　社会福祉係

　　　　☎0287-92-1119

おれんじカフェ「ちょっくら」

ゆっくりお話ができる居場所で

す。どなたでもお越しください。

日時　３月26日(火)、４月４日(木)

　　　午前10時～11時30分

会場　高齢者生産活動施設

(馬頭図書館の東側)

内容　おしゃべり、

　　　認知症や介護の相談

対象者　地域の方や高齢者の方等、

どなたでも大丈夫です。認知症地域

推進員がお待ちしております。

水中運動教室

　プールでのウォーキングを中心に

腰痛・膝痛のある方でも楽しく介護

予防や健康づくりに取り組む教室で

す。初心者の方でもどうぞご参加く

ださい。

対象　那珂川町在住の65歳以上の方

で、医師による運動制限がない方

日時　３月19日(火)

　　　午前11時〜正午

会場　ウェルフルなかがわ

定員　20人程度

参加費　無料

　地域包括支援センター

　☎0287-92-1125
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NKGプロジェクト
なかＴＶチョイス
文字放送

企画番組・文字放送

NKGプロジェクト
なかＴＶチョイス
文字放送

NewsなかがわＴＯＷＮ
文字放送

企画番組・文字放送

文字放送
NewsなかがわＴＯＷＮ

文字放送
栃木県提供番組

NewsなかがわＴＯＷＮ
文字放送

なかＴＶチョイス

終日 県営処分場ライブ放送

企画番組

なかＴＶチョイス

 ３/11～
 ３/17

 3/18〜
 ３/24

 3/25〜
 ３/31

 4/1〜
 4/7　

 4/8〜
  4/14

 4/15〜
 4/21

馬頭中学校・小川中学校立志式

ハロー元気っ子
ひばり認定こども園
ハロー元気っ子
わかあゆ認定こども園

鉄道遺産 廃線･未成線を
めぐる東野鉄道敷設計画&
まぼろしの旅

小川中学校立志記念講演会

令和5年度馬頭中学校卒業式

 ３/11～
 ３/17

 3/18〜
 ３/24

 3/25〜
 ３/31

 4/1〜
 4/7　

 4/8〜
  4/14

 4/15〜
 4/21

日本最高齢92歳のインストラクター
｢タキミカの作り方｣②

那珂川巧の会　高野富次さん
作品紹介

那須与一伝説と
歴史遺産を巡る旅

第6回那珂川町文化協会
音楽部合同コンサート①
第6回那珂川町文化協会
音楽部合同コンサート②

令和5年度 小学校卒業式

※毎日6：15および14：30から「なかちゃ
ん体操」を放送します。(各回10分程度)

111ch

112ch

1：00
朝まで

NewsなかがわＴＯＷＮ
文字放送

　県営処分場エコグリーンとちぎで

は、那珂川町と県で締結した環境保

全協定に基づき、処分場の運営状況

などについて、積極的に広く情報公

開を行うこととしています。

　その一環として、２月14日(水)か

ら町ケーブルテレビで、場内(被覆

施設棟、計量棟)のライブ映像の本

放送を始めました。

視聴方法

①なかテレビ「111ch」を選局する

②チャンネル選局ボタンの「▲」ボ

タンを押す

③「112ch」が選局される(マルチ編

成時のみ)

　県営処分場整備室

　☎0287-92-1411
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こ
ん
に
ち
は
♪
須
藤
で
す
。

　

私
が
奮
闘
記
を
書
い
て
い
る
の

が
、
ち
ょ
う
ど
大
寒
が
終
わ
り
、
立

春
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
ま

だ
寒
い
日
は
あ
り
ま
す
が
、
自
宅
の

花
壇
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
芽
が
出
て

き
ま
し
た
。
季
節
ご
と
の
変
化
に
気

づ
く
と
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
♡

　

協
力
隊
と
し
て
活
動
が
始
ま
っ
て

か
ら
、
早
い
も
の
で
２
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

「
食
と
農
の
拠
点
整
備
事
業
の
立

ち
上
げ
に
係
る
業
務
」
と
い
う
活
動

内
容
が
メ
イ
ン
の
業
務
で
し
た
が
、

事
業
が
進
捗
し
て
い
な
い
状
況
で
、

自
分
が
何
を
す
べ
き
な
の
か
分
か
ら

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
辞
め
る
こ

と
を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
期
に
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
、
町
の
皆
さ
ん
で
し
た
。
活

動
し
て
い
く
中
で
、
知
り
合
っ
た
皆

さ
ん
は
い
つ
も
優
し
く
て
、
応
援
し

て
く
だ
さ
る
方
、
協
力
し
て
く
だ
さ

る
方
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
に
助

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
に
住
ん
で
か
ら
ま
だ
２

年
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
の

こ
と
を「
娘
み
た
い
な
も
ん
だ
か
ら
」

と
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
は
、
涙
が

で
る
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

私
が
今
、
笑
顔
で
活
動
を
続
け
ら

れ
る
の
は「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
は
ひ
と
り

じ
ゃ
な
い
よ
」
と
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
が
い
る
か
ら
で
す
。私
は
、

そ
ん
な
皆
さ
ん
と
、
こ
れ
か
ら
も

笑
っ
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
♪

　

今
年
度
の
活
動
は
、
商
品
開
発
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
食
堂
・
料
理

教
室
講
師
・
農
業
生
産
な
ど
、
本
当

に
た
く
さ
ん
の
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
馬
頭
高
校
水
産
科

の
有
志
の
生
徒
さ
ん
と
先
生
と
一

緒
に
開
発
し
た「
し
し
ま
る
カ
レ
ー
」

は
新
聞
に
掲
載
し
て
も
ら
い
、
ラ
ジ

オ
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
お
か
げ
か
「
し
し
ま
る
カ

レ
ー
」
や「
い
の
し
し
肉
」
に
つ
い
て

聞
か
れ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
な
？

と
思
う
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持

ち
で
す
。

　

来
年
度
も
活
動
テ
ー
マ
は
変
わ
ら

ず
、
那
珂
川
町
の
皆
さ
ん
と
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
過
ご

し「
お
い
し
い
、
た
の
し
い
、
う
れ

し
い
」
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
、
残

り
の
１
年
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
氏　
　

名
） 

（
年
齢
） 

（

住

所

）

桐　
　

利
一 

（ 

86 

） 

馬　
　

頭

櫻
井　

勝
男 

（ 

85 

） 

馬　
　

頭

薄
井　

キ
ワ 

（ 

96 

） 

健　
　

武

益
子　

四
井 

（ 

93 

） 

健　
　

武

阿
久
津
明
良 

（ 

86 

） 

矢　
　

又

立　
　

ウ
タ 

（ 

96 

） 

矢　
　

又

大
森　

照
夫 

（ 

97 

） 

和　
　

見

藤
田　

和
子 

（ 

77 

） 

和　
　

見

田
⻆　
作
美 

（ 

80 

） 

和　
　

見

仁
衡　

陸
雄 

（ 

81 

） 

小　
　

口

菅
原　

長
太 

（ 

93 

） 

小　
　

口

小
林　

一
夫 

（ 

81 

） 

北

向

田

鈴
木
イ
ツ
子 

（ 

85 

） 

久

那

瀬

仲
野
谷
昭
壽 

（ 

75 

） 

久

那

瀬

篠
原　

昭
三 

（ 

96 

） 

久

那

瀬

小
池　

利
弘 

（ 

67 

） 

松　
　

野

岡
安　

良
雄 

（ 

87 

） 

富　
　

山

田
澤　

千
江 

（ 

90 

） 

富　
　

山

野
内
美
智
子 

（ 

50 

） 

谷　
　

川

黒
坂　

淳
一 

（ 

90 

） 

谷　
　

川

屋
代　
　

弘 

（ 

89 

） 

大
山
田
下
郷

石
川　
　

亨 

（ 

91 

） 

大
山
田
下
郷

橋
本　

明
子 

（ 

72 

） 

大
山
田
下
郷

畠
山
ヨ
シ
ノ 

（ 

91 

） 

大
山
田
下
郷

宮
原　
　

登 

（ 

85 

） 

大
山
田
上
郷

丸
山　

昭
子 

（ 

82 

） 

小　
　

砂

河
野　

ト
キ 

（ 

95 

） 

小　
　

川

結
城　

春
男 

（ 

75 

） 

小　
　

川

大
金　

昭
子 

（ 

94 

） 

小　
　

川

和
泉　

ヒ
サ 

（ 

85 

） 

小　
　

川

矢
野
目
シ
ヅ
ヱ 

（ 

103 

） 

小　
　

川

永
井　

雪
子 

（ 

78 

） 

小　
　

川

渡
邉　

利
雄 

（ 

89 

） 

高　
　

岡

石
井　

和
久 

（ 

47 

） 

高　
　

岡

大
野　

ミ
ヤ 

（ 

91 

） 

三　
　

輪

直
井　

サ
イ 

（ 

88 

） 

芳　
　

井
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第222回

令
和
４
年
度

那
珂
川
町
の

　
　観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

那
珂
川
町
の

　
　観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

企画展｢タイムスリップ・明治
   －夭折の絵師井上安治の｢東京｣－」
同時展示「広重の画業」

桃の節句と端午の節句
　３月３日になると雛人形を飾る「上巳の節句」(桃の節句)、５月５日になると鯉のぼりが立てられる「端午の
節句」。このふたつの行事は、江戸時代に幕府が制定した五節句に含まれ、他には１月７日の「人日の節句」、
７月７日の「七夕の節句」、９月９日の「重陽の節句」があります。今回ご紹介する、歌川広重の肉筆画《雛
図》と《五月幟図》では、それぞれ桃の節句と端午の節句が描かれています。
雛人形が飾られるようになったのはいつから？
　桃の節句の起源は中国の上巳という行事で、日本に伝わった時には
３月はじめの巳の日に不浄を除くための御払いになったと言われてい
ます。雛人形の起源は諸説ありますが、主に平安時代の貴族の女の子
の遊び「ひいな遊び」の人形と上巳の行事が混ざって現在の形になっ
たと考えられています。江戸時代の五節句の制定後、文化・文政年間
には《雛図》のような雛人形を飾ることが庶民層にも広がりました
が、雛人形が大型化し幕府が禁止令を出すこともあったようです。
鯉のぼりと鍾馗、それぞれに込めた願い
　端午の節句では、無病息災を願い菖蒲を屋根に葺いたり菖蒲酒を飲
んだりしますが、７歳以下の男の子がいる家では幟を立て、屋内では
刀や甲冑、人形を飾ります。《五月幟図》では、鯉のぼりと鍾馗の幟
が描かれています。鯉のぼりは、鯉が竜門を昇りきると龍になるとい
う中国の故事から出世の象徴とされ、江戸時代中期ごろから盛んに立
てられたようです。たっぷりの髭が特徴である鍾馗は魔除けの鬼神。
中国の玄宗皇帝が病に倒れたとき、夢の中で病の原因である子鬼を退
治したことから、鍾馗は疫病払いの鬼神として信仰されています。
　３月24日まで開催している企画展では、同時にミニ展示「広重の画業」で歌川広重の錦絵と肉筆画を展示して
います。今回ご紹介した２点も展示室でぜひご覧ください。

馬頭広重美術館　学芸員　山内　れい
会　　期　～３月24日(日)　開館時間　午前９時30分～午後５時(入館は午後４時30分まで)
入 館 料　大人500円(450円)、高・大学生300円(270円)
※(　)内は20名以上の団体料金　※中学生以下は無料　※障がい者手帳等をお持ちの方、付き添い１名は半額

優秀賞「里の春雪」
撮影者：和泉　一雄さん(那珂川町) 撮影場所：ふるさとの森公園

入選「福寿草 !!」
撮影者：熊田　行雄さん(福島県岩瀬郡鏡石町)

　　　　　　　　　撮影場所：福寿草自生地(大山田)

▲歌川広重《雛図》当館蔵▲歌川広重《五月幟図》当館蔵
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